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主　な　内　容�

と
じ
込
ん
で
保
存
し
ま
し
ょ
う

九 谷 茶 碗 ま つ り－毎年５月３日～５日開催－

町の活性化に沿道開催の２年目（寺井町）

九
谷
焼
の
発
祥
は
、
明
暦
（
一
六
五
五
年
）
年
間
に
加
賀
前
田

家
・
大
聖
寺
藩
の
支
え
に
よ
り
、
加
賀
国
江
沼
郡
九
谷
村
（
現
在

の
山
中
町
九
谷
）
で
開
窯
し
三
五
〇
年
の
歳
月
を
刻
む
。
そ
の
後
、

九
谷
焼
づ
く
り
は
南
加
賀
の
地
を
変
遷
し
な
が
ら
、
明
治
年
間
に

は
寺
井
町
で
盛
ん
と
な
り
今
日
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
。

九
谷
茶
碗
ま
つ
り
は
、
明
治
末
期
に
、
九
谷
焼
商
人
が
氏
神
の

例
祭
に
奉
賛
し
、
参
拝
す
る
人
達
に
九
谷
焼
蔵
ざ
ら
え
と
し
て
並

べ
た
と
こ
ろ
人
気
を
得
た
の
が
始
ま
り
と
さ
れ
る
。

以
来
九
十
余
年
続
け
て
催
さ
れ
、
平
成
九
年
ま
で
は
町
内
二
カ

所
会
場
だ
っ
た
の
を
、
九
十
回
目
に
し
て
一
会
場
化
と
し
、
更
に
、

昨
年
よ
り
街
中
の
幹
線
道
路
（
サ
ン
ロ
ー
ド
寺
井
）
に
よ
る
念
願

の
沿
道
「
道
の
市
」
開
催
が
実
現
し
、
今
年
も
盛
況
で
し
た
。

£商工会長視察研修 ……（２）
£青年部・女性部
主張発表大会を開催 …（３）

£羽咋郡市地域中小企業
支援センター開設 ……（４）

£中小企業景況調査
（４～６月）……………（５）

£経営一口講座 …………（６）
£石川県商工
珠算競技大会を開催 …（７）

£探訪「チャレンジ企業」
べルビー／ステップアップ
：美川町 ……………（８）
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東
京
都
の
西
部
、
西
多
摩
地
域

で
、
都
心
か
ら
四
十
〜
五
十
キ
ロ

圏
内
に
位
置
し
、南
に
八
王
子
市
、

北
に
青
梅
市
が
あ
る
。
平
成
七
年

九
月
に
当
時
の
秋
川
市
と
五
日
市

町
が
合
併
し
「
あ
き
る
野
市
」
が

誕
生
し
た
。
現
在
の
人
口
は
約
八

万
人
、
面
積
は
七
十
三
平
方
キ
ロ

で
あ
る
。
一
方
、
商
工
会
は
、
平

成
十
三
年
四
月
に
当
時
の
秋
川
商

工
会
と
五
日
市
商
工
会
が
合
併
し

「
あ
き
る
野
商
工
会
」
が
誕
生
し

た
。
現
在
の
商
工
業
者
数
は
約
二

千
六
百
、会
員
数
は
約
一
千
九
百
、

職
員
数
は
十
五
名
で
あ
る
。
商
工

会
合
併
の
背
景
に
は
、
市
町
村
合

併
後
、
市
側
の
強
い
要
請
が
あ
っ

た
と
の
こ
と
。
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県
連
合
会
で
は
、
八
月
五
日
（
月
）
か
ら
七
日
（
水
）
の
三
日
間

の
日
程
で
商
工
会
長
視
察
研
修
会
を
実
施
し
た
。
総
勢
三
十
名

の
参
加
に
よ
り
、
東
京
都
あ
き
る
野
商
工
会
、
静
岡
県
長
泉
町

商
工
会
、
同
県
御
殿
場
市
商
工
会
を
そ
れ
ぞ
れ
視
察
研
修
し
た
。

主
な
合
併
協
定
項
目
は
、
次
の

と
お
り
。

◇
合
併
の
方
式
＝
両
商
工
会
は
対

等
な
立
場
で
合
併
す
る
。

◇
合
併
の
形
態
＝
秋
川
商
工
会
は

解
散
し
、
五
日
市
商
工
会
は
あ

き
る
野
商
工
会
に
名
称
変
更
、
解

散
し
た
秋
川
商
工
会
の
会
員
は

あ
き
る
野
商
工
会
に
加
入
す
る
。

◇
事
務
所
の
位
置
＝
本
所
は
旧
秋

川
商
工
会
、
支
所
は
旧
五
日
市

商
工
会

◇
財
産
の
取
扱
＝
両
商
工
会
の
財

産
は
全
て
新
商
工
会
に
引
き
継

ぐ商
工
会
合
併
の
効
果
と
し
て
、

①
地
域
の
総
合
的
経
済
団
体
と
し

て
、対
外
的
信
用
力
が
強
く
な
り
、

商
工
会
の
価
値
観
が
高
ま
っ
た
。

②
商
工
会
の
機
能
が
高
ま
っ
た
こ

と
に
よ
り
大
企
業
か
ら
も
会
員
加

入
の
申
し
出
が
あ
っ
た
。
③
地
域

が
広
が
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
よ
り

多
く
の
優
れ
た
人
材
が
得
ら
れ

た
。
ま
た
、
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス

が
拡
大
し
た
。
④
事
務
の
効
率

化
・
合
理
化
に
よ
り
、
事
業
実
施

体
制
の
強
化
と
拡
充
が
図
ら
れ

た
。
な
ど
を
挙
げ
た
。
ま
た
、
合

併
の
推
進
に
あ
た
っ
て
は
、
お
互

い
、
お
お
ら
か
な
気
持
ち
で
臨
む

こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
。

静
岡
県
東
部
に
位
置
し
、
東
に

三
島
市
、
西
に
沼
津
市
が
あ
る
。

人
口
は
約
三
万
五
千
人
、
商
工
業

者
数
約
一
千
百
、
商
工
会
員
数
約

七
百
で
あ
る
。
Ｉ
Ｐ
電
話
は
、
全

国
商
工
会
連
合
会
が
、
商
工
会
の

ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
活
か
し

て
、
そ
の
普
及
推
進
を
図
り
、
商

工
会
員
の
通
信
料
の
大
幅
低
減
と

商
工
会
の
手
数
料
増
収
に
つ
な
げ

る
た
め
、
今
後
全
国
展
開
す
る
こ

と
と
し
て
お
り
、
Ｉ
Ｐ
電
話
に
つ

い
て
先
駆
的
な
取
り
組
み
を
し
て

い
る
当
商
工
会
を
「
Ｉ
Ｐ
電
話
推

進
モ
デ
ル
商
工
会
」
の
第
一
号
と

し
て
指
定
し
た
。
Ｉ
Ｐ
電
話
は
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
新

し
い
電
話
サ
ー
ビ
ス
で
、
加
入
会

員
同
士
の
通
話
料
が
無
料
と
な

り
、
そ
れ
以
外
の
相
手
先
に
も
全

国
一
律
市
内
通
話
と
同
様
の
料
金

で
通
話
が
で
き
る
な
ど
、
通
信
コ

ス
ト
削
減
に
メ
リ
ッ
ト
が
大
き
い

サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
。
視
察
研
修
で

は
、
Ｉ
Ｐ
電
話
の
仕
組
み
や
推
進

の
現
状
等
に
つ
い
て
説
明
を
受

け
、
今
後
、
一
、
二
年
の
う
ち
に

石
川
県
を
含
め
全
国
的
に
展
開
さ

れ
る
本
制
度
の
取
り
組
み
内
容
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
た
。

静
岡
県
の
北
東
部
、
富
士
山
の

裾
野
に
位
置
す
る
。
人
口
は
約
八

万
一
千
人
、
商
工
業
者
数
約
二
千

三
百
、
会
員
数
約
一
千
六
百
で
あ

る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し

た
仮
想
工
業
団
地
は
、
富
士
駿

東
地
区
八
商
工
会
工
業
部
会
が

共
同
で
取
り
組
ん
で
い
る
も
の

で
、
平
成
十
一
年
に
「
し
ず
お

か
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
パ
ー
ク
」

（h
ttp
://w
w
w
.fu
jisa
n
.gr.jp

）

の
名
称
で
オ
ー
プ
ン
し
た
。
本
事

業
は
、
会
員
事
業
所
の
受
注
等
ビ

ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
の
創
造
や
技
術

の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
、
域
内
会
員
事

業
所
間
の
取
引
の
活
性
化
等
を
ね

ら
い
と
し
て
お
り
、
現
在
約
百
四

十
社
の
企
業
が
参
加
し
て
い
る
。

最
近
の
月
間
の
ア
ク
セ
ス
件
数

は
、
多
い
月
で
約
一
万
四
千
件
、

少
な
い
月
で
も
約
八
千
件
あ
る
。

検
索
エ
ン
ジ
ン
で
の
優
先
的
表
示

の
た
め
の
仕
組
み
作
り
や
ア
ク
セ

ス
件
数
の
分
析
、
訪
問
者
の
解
析

な
ど
の
工
夫
に
よ
り
、
一
千
万
円

近
い
取
引
に
成
功
し
た
企
業
も
で

て
き
て
い
る
。
今
後
は
、
英
語
、

中
国
語
版
の
作
成
や
商
工
会
の
ス

ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
活
か
し
た
他

の
Ｂ
to
Ｂ
サ
イ
ト
と
の
連
携
に
よ

り
横
の
広
が
り
を
持
た
せ
て
行
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。
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Ｈ
Ｐ
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工
業
団
地
の
事
例
―�

全
国
商
工
会
連
合
会
長
（
奈
良

県
商
工
会
連
合
会
長
）
の
萩
原
善

之
助
氏
が
七
月
二
十
九
日
逝
去
さ

れ
ま
し
た
。
享
年
八
十
一
歳
。

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

訃
　
報
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本
年
度
で
八
回
目
と
な
る
青
年

部
・
女
性
部
主
張
発
表
大
会
は
七

月
十
二
日
、
金
沢
市
の
石
川
県
地

場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ

れ
、
青
年
部
で
は
瀬
戸
伸
夫
さ
ん

（
森
本
）、
女
性
部
で
は
土
黒
久
枝

さ
ん
（
山
中
町
）
が
最
優
秀
賞
を

受
賞
し
た
。

大
会
で
は
、
青
年
部
の
代
表
六

名
、
女
性
部
の
代
表
三
名
が
二
百

三
十
名
の
部
員
を
前
に
、青
年
部
、

女
性
部
活
動
を
通
じ
て
得
た
自
ら

の
体
験
談
な
ど
を
発
表
し
た
。

青
年
部
の
最
優
秀
賞
を
受
賞
し

た
瀬
戸
さ
ん
は
、「
青
年
部
活
動

に
参
加
し
て
・
司
会
者
の
私
」
の

テ
ー
マ
で
、
青
年
部
事
業
で
司
会

役
を
務
め
続
け
た
こ
と
で
、
新
た

な
自
分
が
発
見
出
来
た
と
語
り
、

「
青
年
部
を
も
っ
と
利
用
し
、
自

分
を
高
め
た
い
」
と
力
強
い
口
調

で
発
表
し
た
。
女
性
部
の
最
優
秀

賞
を
受
賞
し
た
土
黒
さ
ん
は
、

「
女
性
部
活
動
に
参
加
し
て
・
自

分
達
で
動
き
出
そ
う
よ
」
の
テ
ー

マ
で
、
山
中
町
の
こ
い
こ
い
ま
つ

り
で
、
山
中
節
を
よ
さ
こ
い
ソ
ー

ラ
ン
風
に
ア
レ
ン
ジ
し
た
取
組

み
、そ
こ
か
ら
生
ま
れ
た
連
帯
感
、

達
成
感
な
ど
を
苦
労
話
を
交
え
な

が
ら
発
表
し
た
。

審
査
結
果
は
次
の
と
お
り
。

◇
青
年
部
◇

最
優
秀
賞
（
県
知
事
賞
）

河
北
・
森
本
ブ
ロ
ッ
ク
代
表

瀬
戸
　
伸
夫
（
森
　
本
）

優
秀
賞
（
県
連
合
会
長
・
県
青

連
会
長
賞
）

能
美
・
江
沼
ブ
ロ
ッ
ク
代
表

村
田
　
　
卓
（
山
中
町
）

石
川
・
白
山
郷
ブ
ロ
ッ
ク
代
表

谷
口
　
利
昭
（
鳥
越
村
）

羽
咋
郡
市
ブ
ロ
ッ
ク
代
表

石
村
　
高
志
（
志
賀
町
）

鹿
島
郡
ブ
ロ
ッ
ク
代
表

垣
内
　
克
実
（
鳥
屋
町
）

奥
能
登
ブ
ロ
ッ
ク
代
表

橋
本
　
浩
平
（
能
都
町
）

◇
女
性
部
◇

最
優
秀
賞
（
県
知
事
賞
）

加
賀
（
能
美
・
江
沼
、
石
川
・

白
山
郷
）
ブ
ロ
ッ
ク
代
表

土
黒
　
久
枝
（
山
中
町
）

優
秀
賞
（
県
連
合
会
長
・
県
女

性
連
会
長
賞
）

中
能
登
（
河
北
・
森
本
、
羽
咋

郡
市
）
ブ
ロ
ッ
ク
代
表

金
津
　
美
智
子
（
高
松
町
）

能
登
（
鹿
島
郡
、
奥
能
登
）
ブ

ロ
ッ
ク
代
表

橋
本
　
洋
子
（
内
浦
町
）

な
お
、
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た

土
黒
さ
ん
は
八
月
二
十
一
日
、

石
川
県
七
尾
市
で
開
催
さ
れ
た

女
性
部
中
部
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
に

出
場
し
、
最
優
秀
賞
は
惜
し
く

も
逃
し
た
が
、
優
良
賞
を
受
賞

し
た
。

瀬
戸
さ
ん
は
十
月
、
富
山
県

で
開
催
さ
れ
る
青
年
部
中
部
ブ

ロ
ッ
ク
大
会
に
出
場
す
る
。青年部最優秀賞の

瀬戸伸夫さん（森本）
女性部最優秀賞の
土黒久枝さん（山中町）
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瀬
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構
造
改
革
特
区

あ
る
い
は
規
制
改

革
特
区
と
い
わ
れ

る
「
特
区
」
構
想

が
具
体
的
に
動
き

出
し
て
き
た
。

政
府
の
総
合
規

制
改
革
会
議
（
議

長
・
宮
内
義
彦
オ

リ
ッ
ク
ス
会
長
）

が
六
月
末
に
中
間
報
告
と
し
て
取
り

ま
と
め
た
「
経
済
活
性
化
の
た
め
に

重
点
的
に
推
進
す
べ
き
規
制
改
革
」

の
柱
の
一
つ
が
「
規
制
改
革
特
区
」

で
あ
る
。

こ
の
特
区
の
基
本
的
な
考
え
方

は
、
①
地
方
公
共
団
体
の
自
発
的
な

立
案
に
基
づ
く
制
度
　
②
対
象
と
な

る
規
制
は
可
能
な
限
り
幅
広
い
も
の

③
従
来
型
の
財
政
措
置
を
用
い
な

い
、
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。

か
つ
て
の
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
や
リ
ゾ

ー
ト
構
想
な
ど
の
よ
う
な
従
来
型
の

地
域
振
興
策
は
、
全
国
ど
こ
も
同
じ

パ
タ
ー
ン
で
あ
っ
た
り
、
失
敗
し
た

ケ
ー
ス
も
あ
り
、
そ
う
い
う
反
省
か

ら
も
規
制
改
革
を
前
面
に
出
し
、
自

治
体
か
ら
政
府
に
提
案
し
て
い
く
と

い
う
手
法
に
は
期
待
が
も
た
れ
る
。

「
特
区
」
で
す
ぐ
思
い
出
さ
れ
る

の
は
、
中
国
の
経
済
特
別
区
で
あ
る

が
、
そ
の
代
表
格
で
あ
る
深

、

珠
海
特
別
区
の
め
ざ
ま
し
い
発
展
ぶ

り
、
そ
の
後
の
中
国
経
済
に
与
え
た

影
響
は
今
さ
ら
言
う
ま
で
も
な
い
ほ

ど
で
あ
る
。

宮
内
議
長
は
、
特
区
を
「
全
国
を

動
か
す
起
爆
剤
に
し
た
い
」
と
言
っ

て
い
る
が
、
全
国
の
、
そ
れ
ぞ
れ
異

な
っ
た
分
野
で
規
制
改
革
が
進
め

ば
、
そ
れ
が
地
域
経
済
の
活
性
化
と

な
り
、
そ
し
て
更
に
全
国
に
普
及
、

展
開
し
て
い
け
ば
構
造
改
革
も
本
物

に
な
る
。

そ
れ
も
こ
れ
も
自
治
体
の
ア
イ
デ

ア
次
第
で
あ
る
が
、
是
非
豊
か
な
発

想
で
、
未
来
思
考
で
提
案
し
て
欲
し

い
も
の
だ
。

政
府
も
「
構
造
改
革
特
別
推
進
本

部
」
を
設
置
し
、
秋
の
臨
時
国
会
に

関
連
法
案
を
出
す
よ
う
で
あ
り
、
こ

の
推
進
本
部
の
も
と
に
構
造
改
革
特

区
推
進
室
も
で
き
、
自
治
体
か
ら
特

区
の
具
体
案
を
募
集
し
て
い
る
。

今
の
と
こ
ろ
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環

境
特
区
（
青
森
県
）
、
知
的
特
区

（
茨
城
県
）、
外
国
語
教
育
特
区
（
群

馬
県
太
田
市
）、
Ｉ
Ｔ
特
区
（
宮
城

県
、
岡
山
県
）、
新
産
業
創
造
特
区

（
大
阪
府
、
大
阪
市
）、
国
際
物
流
特

区
（
北
九
州
市
）、
緑
の
経
済
特
区

（
和
歌
山
県
）、
農
企
業
創
生
特
区

（
北
海
道
、
埼
玉
県
）、
先
端
医
療
産

業
特
区
（
兵
庫
県
、
神
戸
市
）
と
い

っ
た
構
想
が
あ
が
っ
て
い
る
よ
う
だ

が
、
石
川
県
も
是
非
特
徴
の
あ
る
特

区
を
提
案
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

（
石
川
県
商
工
会
連
合
会

専
務
理
事
　
大
塚
忠
寿
　
記
）
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５月から９月まで加入促進運動展開中�５月から９月まで加入促進運動展開中�
みんなで活かす�みんなで活かす�みんなで活かす�

◇１つの掛金で３つの備え�
　この制度は、「貯蓄」「低料金な保険」「融資」の３つを組み合わせた商工会員の�
ための共済制度です。�

□加 入 者　商工会員及びその家族、従業員　　□加 入 期 間　10年・５年�

□被 保 険 者　６歳～70歳　　　　　　　　□掛 　 　 金　１口月額2,000円・2,500円�

□加 入 口 数　被保険者１人10口まで�

■提携金融機関　県下信用金庫　　　　　　　■提携保険会社　ジブラルタ生命保険㈱�

＊詳細についてのお問い合せ、加入申し込みの手続きは地元商工会へ�

商工貯蓄共済�商工貯蓄共済�商工貯蓄共済�商工貯蓄共済�

地
域
中
小
企
業
支
援
セ
ン
タ
ー

は
、
中
小
企
業
の
経
営
上
の
課
題

解
決
や
経
営
革
新
、
ま
た
創
業
を

志
す
方
な
ど
の
身
近
な
支
援
拠
点

と
し
て
整
備
が
進
め
ら
れ
て
き
た

も
の
で
、
県
内
で
は
七
尾
、
鶴
来

に
次
い
で
三
カ
所
目
の
開
設
と
な

る
。同

セ
ン
タ
ー
で
は
、
中
小
企
業

診
断
士
や
情
報
関
係
の
専
門
家
な

ど
の
専
任
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

が
毎
週
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
の
午

後
一
時
か
ら
五
時
ま
で
窓
口
相
談

に
応
じ
る
ほ
か
、
弁
護
士
や
税
理

士
な
ど
に
よ
る
相
談
会
や
講
習
会

の
開
催
、
企
業
へ
の
専
門
家
の
派

遣
な
ど
の
事
業
を
行
う
こ
と
と
し

て
い
る
。

ま
た
、
同
日
行
わ
れ
た
開
設
式

に
は
、
下
出
県
連
合
会
長
、
櫻
井

県
経
営
支
援
課
課
長
補
佐
や
荒
木

羽
咋
市
商
工
会
長
を
は
じ
め
、
商

工
会
関
係
者
が
出
席
。
下
出
県
連

合
会
長
と
櫻
井
県
経
営
支
援
課
課

長
補
佐
の
挨
拶
に
続
き
、
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
へ
の
委
嘱
状
の
交
付

と
セ
ン
タ
ー
看
板
の
掲
示
が
行
わ

れ
、
地
元
商
工
会
と
も
連
携
し
た

地
域
企
業
の
発
展
に
向
け
た
積
極

的
な
事
業
展
開
を
誓
っ
た
。

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
次
の
通

り
（
敬
称
略
）。

松
本
孝
幸
（
中
小
企
業
診
断
士
）

田
中
　
稔
（
中
小
企
業
診
断
士
、

社
会
保
険
労
務
士
）

表
　
信
男
（
経
営
士
）

松
永
幸
則
（
Ｉ
Ｔ
専
門
家
）

羽
咋
郡
市
地
域
中
小
企
業
支
援
セ
ン
タ
ー
開
設

羽
咋
郡
市
地
域
中
小
企
業
支
援
セ
ン
タ
ー
開
設�
羽
咋
郡
市
地
域
中
小
企
業
支
援
セ
ン
タ
ー
開
設

羽
咋
郡
市
地
域
中
小
企
業
支
援
セ
ン
タ
ー
開
設�
羽
咋
郡
市
地
域
中
小
企
業
支
援
セ
ン
タ
ー
開
設�
経
営
革
新
や
創
業
な
ど
の
身
近
な
支
援
拠
点�
経
営
革
新
や
創
業
な
ど
の
身
近
な
支
援
拠
点�
経
営
革
新
や
創
業
な
ど
の
身
近
な
支
援
拠
点�

去
る
七
月
二
十
五
日
、
羽
咋
郡
市
の
一
市
四
町
を
主
な
対
象

エ
リ
ア
と
す
る
「
羽
咋
郡
市
地
域
中
小
企
業
支
援
セ
ン
タ
ー
」

が
羽
咋
市
商
工
会
館
内
に
オ
ー
プ
ン
し
た
。

総
務
省
が
導
入
を
検
討
し
て
い

る
法
人
事
業
税
へ
の
外
形
標
準
課

税
は
、
所
得
に
対
す
る
課
税
を
現

行
の
半
分
に
す
る
一
方
で
、
賃
金

や
資
本
金
な
ど
に
対
し
て
課
税
す

る
仕
組
み
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

（
現
行
は
所
得
に
対
す
る
課
税
の

み
）こ

れ
が
導
入
さ
れ
る
と
す
べ
て

の
赤
字
法
人
の
税
負
担
が
増
加

（
一
社
あ
た
り
平
均
約
一
七
九
万

円
増
）
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
黒

字
法
人
で
も
八
割
を
超
え
る
企
業

の
税
負
担
が
増
加
す
る
こ
と
と
な

り
ま
す
。（
商
工
会
、
商
工
会
議

所
な
ど
の
会
員
企
業
一
二，

一
八

四
社
の
試
算
結
果
）

全
国
商
工
会
連
合
会
で
は
、
日

本
商
工
会
議
所
、
全
国
中
小
企
業

団
体
中
央
会
、
全
国
商
店
街
振
興

組
合
連
合
会
と
と
も
に
、
外
形
標

準
課
税
導
入
反
対
の
署
名
運
動
を

展
開
し
て
お
り
、
石
川
県
に
お
き

ま
し
て
も
、
会
員
の
皆
様
か
ら
多

く
の
署
名
を
い
た
だ
い
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

外
形
標
準
課
税
導
入
反
対
運
動

の
趣
旨
に
ご
賛
同
い
た
だ
け
る
方

は
、
是
非
、
お
近
く
の
商
工
会
で

署
名
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

外
形
標
準
課
税
の�

導
入
に
反
対
を
Y

外
形
標
準
課
税
の�

導
入
に
反
対
を
Y
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平
成
大
不
況
の
ま
っ
た

だ
中
、
日
本
的
経
営
の
三

種
の
神
器
と
い
わ
れ
た

「
年
功
序
列
制
」「
終
身
雇

用
制
」「
企
業
内
労
働
組

合
」
の
仕
組
み
が
、
大
き

な
変
革
を
余
儀
な
く
さ
れ

て
い
る
。

確
か
に
、
雇
用
の
形
態
も
大
き
な

変
化
を
見
せ
て
い

る
。
若
年
者
を
中

心
と
し
て
、
自
由

裁
量
の
あ
る
フ
リ
ー
タ
ー
、
パ
ー
ト

タ
イ
マ
ー
、
ア
ル
バ
イ
ト
、
契
約
社

員
等
と
い
っ
た
雇
用
形
態
を
望
む
人

が
多
く
な
っ
た
。

仕
事
柄
、
中
小
企
業
の
経
営
者
の

方
と
お
会
い
す
る
機
会
が
多
い
。
会

話
の
中
で
、
退
職
金
を
は
じ
め
と
し

た
賃
金
の
諸
問
題
に
関
す
る
こ
と
、

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
あ
る
人
材
の
不

足
を
嘆
い
て
い
る
方
が
多
い
。

規
程
類
や
人
事
考
課
表
等
を
拝
見

す
る
と
、
大
企
業
向
け
の
も
の
を
模

倣
し
た
も
の
が
見
受
け
ら
れ
る
。

昨
今
、
大
企
業
に
お
い
て
も
退
職

金
債
務
に
つ
い
て
問
題
と
な
っ
て
い

る
。
退
職
金
規
程
作
成
時
に
は
、
支

給
額
の
こ
と
は
先
の
こ
と
と
余
り
気

に
か
け
て
い
な
か
っ
た
の
で
は
と
推

察
さ
れ
る
。
社
員
の
高
齢
化
に
と
も

な
い
、
退
職
金
の
支
払
い
が
現
実
に

発
生
す
れ
ば
、
経
営
基
盤
の
弱
い
中

小
企
業
に
と
っ
て
、
難
題
と
な
る
と

思
わ
れ
る
。

企
業
に
と
っ
て
利
益
の
追
求
が
大

命
題
で
あ
り
、
色
々
な
方
策
が
と
ら

れ
て
い
る
。
人
事
考
課
も
そ
の
一
つ

で
あ
ろ
う
。
い
た
し
か
た
な
い
面
も

あ
る
が
、
業
績
追
求
の
あ
ま
り
、
人

事
考
課
の
評
価
項
目
に
成
果
を
問
う

要
素
が
多
く
、
指
導
力
に
対
す
る
も

の
が
な
か
っ
た
り
、
あ
っ
て
も
ウ
エ

イ
ト
が
低
い
。
後
継
者
育
成
か
ら
も
、

一
考
す
る
価
値
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

大
き
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
と
危

険
性
を
秘
め
た
時
代
。
正
し
い

判
断
力
と
そ
れ
を
実
現
化
す
る

実
行
力
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

発
揮
す
る
こ
と
が
、
益
々
必
要
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

自
社
の
規
程
等
が
会
社
の
ニ
ー

ズ
、
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
て
い
る

か
、
一
度
見
直
し
さ
れ
て
は
如
何
で

し
ょ
う
か
。

（
県
連
合
会
嘱
託
専
門
指
導
員

小
坂
　
信
孝
）

経
営
者
と
の
会
話
か
ら
…
…

経営一口講座

〒920-8558　金沢市香林坊1-2-21　ＴＥＬ.　076（262）2507
金沢支店�

お願い�
�

新規学校卒業者の�
・早期採用計画の策定�
・採用枠の拡大�

　来春の新規学校卒業者の求人数は
昨年より大幅に減少〔高等学校△
29.4％（７月末時点）、大学等△
27.9％（６月末時点）〕しており
ます。�
　各事業所の皆様におかれましては、
これからの企業を支えていく力とな
る若い人材を一人でも多く採用して
いただきますようお願いいたします。�

石川労働局�

第42回石川県商工会大会�第42回石川県商工会大会�第42回石川県商工会大会�
予 告 �

日時　10月７日（月）午後１時30～�

場所　石川県地場産業振興センター本館大ホール�

国民生活金融公庫（マル経）　�
　　　　　金利改定のお知らせ�
国民生活金融公庫（マル経）　�
　　　　　金利改定のお知らせ�
（８月９日から引き下げられております）�

改定前�

1.65％�

改定後�

1.60％�

謝恩のご招待　当選者決定!!

傷害共済・ハンドル共済�

謝恩のご招待　当選者決定!!謝恩のご招待　当選者決定!!
　傷害共済・ハンドル共済ご加入の方々へ、謝恩のご招待の募集を
いたしましたところ、総数466通のご応募がありました。誠にあり
がとうございました。�

　なお、当選された方には当選案内等を送付いたしますので、その
当選案内をもって発表に代えさせていただきます。�

　　　　　　加賀百万石博�
　当選者数　大相撲金沢場所�
　　　　　　セールスマンの死�

150組300名�
30組 60名�
30組 60名�

石川県中小企業共済協同組合　TEL　076-268-7300
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もしものときにお役に立ちます。�
もし取引先が倒産した場合、掛金の積立て額の10倍の範囲内�
（最高3,200万円）で被害額相当の貸付けが、無担保・無保�
証人・無利子で受けられます。�

安心できる制度です。�
国が全額出資の事業団が、法律に基づいて運営しております。�

税制面でメリットがあります。�
毎月の掛金は法人の場合は損金、個人の場合は必要経費に算�
入できます。�

・ただいま石川県では、特別加入運動を実施中です。�
　加入の手続等くわしいことは、石川県商工会連合会またはお近くの商工会へおたずねください。�

中小企業の�
連鎖倒産防止のお手伝い�
中小企業の�
連鎖倒産防止のお手伝い�

「中小企業倒産防止共済制度」は、取引先の倒産によって�
自らも倒産してしまうという連鎖倒産に備える制度です。�

〒105－8453　東京都港区虎ノ門３－５－１　虎ノ門37森ビル�
■お問い合わせ先　　　　　　■資料請求はＦＡＸまたはハガキで�
ＴＥＬ　03－3433－7171　ＦＡＸ　03－5470－1542

〒105－8453　東京都港区虎ノ門３－５－１　虎ノ門37森ビル�
■お問い合わせ先　　　　　　■資料請求はＦＡＸまたはハガキで�
ＴＥＬ　03－3433－7171　ＦＡＸ　03－5470－1542http://www.jasmec.go.jp/http://www.jasmec.go.jp/

建設業の売上額は悪化�
他業種はやや改善�
中小企業景況調査（４～６月期）�

　
県
下
商
工
会
地
域
に
お
け
る
平

成
十
四
年
四
月
か
ら
六
月
期
の
景

況
調
査
が
ま
と
ま
っ
た
。
産
業
全

体
を
Ｄ
・
Ｉ
で
み
る
と
、
売
上
・

採
算
は
ほ
ぼ
横
這
い
だ
が
、
資
金

繰
り
だ
け
は
や
や
改
善
さ
れ
た
。�

　
業
種
別
に
見
る
と
製
造
業
で
は
、

売
上
・
採
算
は
ほ
ぼ
横
這
い
だ
が
、

資
金
繰
り
は
か
な
り
の
改
善
を
示
し
、

建
設
業
で
は
、

売
上
は
大
幅
に

悪
化
し
た
が
、

逆
に
、
採
算
・

資
金
繰
り
は
、

改
善
し
た
。
小

売
業
は
、
売

上
・
資
金
繰
り

は
改
善
さ
れ
た

が
、
採
算
は
や

や
悪
化
し
、
サ

ー
ビ
ス
業
で
は
、

売
上
・
採
算
・

資
金
繰
り
と
も

改
善
し
て
い
る
。�

　
来
期
は
製
造
業
・
小
売
業
・
サ

ー
ビ
ス
業
で
は
三
指
標
と
も
揃
っ

て
改
善
さ
れ
る
が
、
建
設
業
だ
け

は
三
指
標
と
も
悪
化
す
る
見
込
み

で
あ
る
。
建
設
業
以
外
の
三
業
種
は
、

景
気
回
復
へ
向
け
て
の
胎
動
が
始

ま
っ
た
と
と
れ
な
い
こ
と
も
な
い
が
、

そ
れ
は
実
績
を
見
て
か
ら
の
判
断

と
な
る
。
建
設
業
で
は
三
指
標
揃

っ
て
の
悪
化
が
予
想
さ
れ
て
い
て
、

心
理
的
に
公
共
事
業
削
減
の
影
響

を
受
け
て
い
る
こ
と
は
ま
ち
が
い

な
い
。
そ
れ
で
も
水
準
で
見
れ
ば

他
業
種
な
み
で
あ
り
、
回
復
に
向

け
て
の
余
力
は
ま
だ
ま
だ
大
き
い

と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。�

　
Ｄ
・
Ｉ
＝
企
業
経
営
者
の
景
気

の
見
通
し
を
表
す
指
標
と
し
て
利

用
さ
れ
る
。
算
出
方
法
は
、
売
上

額
（
採
算
・
資
金
繰
り
）
が
好
転

す
る
と
回
答
し
た
企
業
の
割
合
か

ら
悪
化
す
る
と
回
答
し
た
企
業
の

割
合
を
差
し
引
き
し
た
も
の
で
あ

り
、
Ｄ
・
Ｉ
が
プ
ラ
ス
な
ら
強
気

（
楽
観
）、
マ
イ
ナ
ス
な
ら
弱
気

（
悲
観
）、
プ
ラ
ス
・
マ
イ
ナ
ス

同
数
の
場
合
は
Ｄ
・
Ｉ
は
０
と
な

る
。
こ
こ
で
の
割
合
は
回
収
企
業

に
対
す
る
回
答
割
合
。�
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飯
田
飯
田
小
・
小
・
緑
丘
中
Ａ
が
優
勝

緑
丘
中
Ａ
が
優
勝�
飯
田
飯
田
小
・
小
・
緑
丘
中
Ａ
が
優
勝

緑
丘
中
Ａ
が
優
勝�
飯
田
小
・
緑
丘
中
Ａ
が
優
勝�

石
川
県
商
工
珠
算
競
技
大
会�

本
大
会
は
、
昭
和
三
十
九
年
か

ら
毎
年
開
催
さ
れ
て
お
り
、
小
学

四
年
生
以
下
を
対
象
と
し
た
「
ち

び
っ
子
＆
ジ
ュ
ニ
ア
競
技
会
」
と

と
も
に
、
県
内
小
中
学
生
の
珠
算

振
興
に
一
役
買
っ
て
い
る
。

当
日
は
優
良
珠
算
生
徒
表
彰
も

行
わ
れ
、
日
頃
の
努
力
と
成
果
に

対
し
て
、
五
十
二
名
の
生
徒
た
ち

が
表
彰
さ
れ
た
。

大
会
に
は
、
来
賓
と
し
て
石
川

県
知
事
（
代
理
櫻
井
清
隆
経
営
支

援
課
長
補
佐
）
が
出
席
し
、
参
加

者
へ
の
激
励
と
お
祝
の
言
葉
を
述

べ
た
。

競
技
の
結
果
、
最
優
秀
校
と
し

て
緑
丘
中
Ａ
が
入
賞
、
団
体
・
個

人
と
も
に
珠
洲
市
勢
が
大
き
な
活

躍
を
み
せ
た
。
入
賞
し
た
団
体
・

個
人
は
次
の
と
お
り

﹇
小
学
校
の
部
﹈

〈
団
体
〉
優
勝

飯
田
小
（
珠
洲
市

徳
田
留
美
奈
、
桝
田
誠
久
、
小
林

綾
香
）
準
優
勝

豊
川
小
（
中
島

町
）
三
位

松
波
小
（
内
浦
町
）

湊
小
（
美
川
町
）

〈
個
人
〉
優
勝

徳
田
留
美
奈
（
飯

田
小
）
準
優
勝

石
坂
直
斗
（
豊

川
小
）、
生
森
志
穂
（
松
波
小
）
三

位
　
浜
下
翔
吾
（
白
丸
小
）、
砂
後

谷
浩
子
（
本
小
）、
桝
田
誠
久
（
飯

田
小
）、
西
原
未
希
（
松
波
小
）、

河
前
田
恵
（
本
小
）

〈
読
上
暗
算
〉
優
勝

徳
田
留
美
奈

（
飯
田
小
）
準
優
勝

表
浩
太
朗

（
粟
津
小
）、
砂
後
谷
浩
子
（
本
小
）

〈
読
上
算
〉
優
勝

徳
田
留
美
奈

（
飯
田
小
）
準
優
勝

桝
田
誠
久

（
飯
田
小
）、
西
原
未
希
（
松
波
小
）

﹇
中
学
校
の
部
﹈

〈
団
体
〉
優
勝

緑
丘
中
Ａ
（
珠
洲

市
　
松
田
沙
也
香
、
白
木
美
佳
、

大
角
久
美
子
）
準
優
勝

三
崎
中

（
珠
洲
市
）
三
位

緑
丘
中
Ｂ
（
珠

洲
市
）

〈
個
人
〉
優
勝

松
田
沙
也
香
（
緑

丘
中
）
準
優
勝

宮
野
静
香
（
三

崎
中
）
三
位

大
角
久
美
子
（
緑

丘
中
）

〈
読
上
暗
算
〉
優
勝

松
田
沙
也
香

（
緑
丘
中
）
準
優
勝

白
木
美
佳

（
緑
丘
中
）

〈
読
上
算
〉
優
勝

松
田
沙
也
香

（
緑
丘
中
）
準
優
勝

白
木
美
佳

（
緑
丘
中
）

八
月
十
日
、
金
沢
市
保
健
所
健
康
ホ
ー
ル
「
す
こ
や
か
」
で
、
第
三

十
九
回
石
川
県
商
工
珠
算
競
技
大
会
（
主
催
　
全
国
商
工
珠
算
連
盟
石

川
県
支
部
、
石
川
県
商
工
会
連
合
会
）
が
開
催
さ
れ
た
。
総
数
百
五
十

二
名
の
小
中
学
生
が
団
体
・
個
人
競
技
や
番
外
競
技
（
読
上
暗
算
・
読

上
算
）
に
参
加
、
日
頃
鍛
え
た
技
を
競
い
合
っ
た
。

t
池
袋
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
シ
テ
ィ�

tサンドーム福井�

地域の特産品を「むらからまちから館」で全国デビューさせませんか？：むらからまちから館は、東京・有楽町にあるショッピングスペ
ースと情報発信が一体になった新しい「地域総合専門館」です。「新しく開発した商品を都会のマーケットで試したい。自慢の商品を都
会の消費者や流通業者にＰＲしたい。」こんな時にぜひご利用ください。（URL：http://murakara.shokokai.or.jp/）お問い合わせは最寄
りの商工会まで。�

お
問
い
合
わ
せ
先
▼
石
川
県
商
工
会
連
合
会�
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又
は
最
寄
り
の
商
工
会
ま
で�

商工会お国自慢博2002（福井）�商工会お国自慢博2002（福井）�

●「環日本海」がテーマの本物産展には、近畿、中

部、北陸の商工会地域の特産品に加え、ロシアや、

韓国、中国の特産品も出展されます。（石川県か

らは８商工会地区から出展します）�

�

期　日：平成14年10月12日（土）～10月14日（月）�

場　所：サンドーム福井（福井県武生市瓜生町５－１－１）�

主　催：福井県商工会連合会　TEL 0776-23-3624�

入場料：無　料�

第16回全国むらおこし物産展（東京）�第16回全国むらおこし物産展（東京）�
　
各
商
工
会
地
域
の
む
ら
お
こ
し
事
業
を
通
じ
て

開
発
さ
れ
た
特
産
品
等
を
一
堂
に
集
め
た
物
産
展

が
開
催
さ
れ
ま
す
。�

　
石
川
県
か
ら
も
県
内
の
自
慢
の
特
産
品
や
イ
ベ

ン
ト
等
多
数
出
展
さ
れ
ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご
来
場
く

だ
さ
い
。�

�

●47都道府県合わせて、約1,000商工会地区にお

ける特産品等約5,000品目を出展予定。�

●全国各地のミスも駆けつけ、ふるさとの紹介や、

チャリティーの司会を務めます。�
�
�
�

期　日：平成14年11月29日（金）～�
12月１日（日）�

場　所：池袋サンシャインシティ�
（東京都豊島区東池袋３－１）�

主　催：全国商工会連合会�
　　　　TEL 03-3503-1251�
入場料：無　料�



ス
ト
カ
ー
ド
を
贈
っ
た
と
こ
ろ
、

非
常
に
喜
ば
れ
、
そ
れ
が
「
ベ
ル

ビ
ー
」
と
い
う
商
標
を
使
っ
た
同

社
の
ブ
ラ
イ
ダ
ル
部
門
へ
の
進
出

の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。

そ
の
後
は
、「
オ
リ
ジ
ナ
ル
ウ

ェ
デ
ィ
ン
グ
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と

し
て
商
品
開
発
を
進
め
、
更
に
、

そ
れ
ら
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
に
も

力
を
注
い
で
き
た
。

二

多
彩
な
商
品
群

同
社
の
商
品
は
、
婚
礼
に
関
連

す
る
用
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
一
切
、

即
ち
招
待
状
、
マ
リ
ッ
ジ
カ
ー
ド

等
の
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
や
席
次
表
、

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
パ
ン
フ
な
ど
の
ペ

ー
パ
ー
ア
イ
テ
ム
の
制
作
、
ブ
ル

ー
シ
ー
や
ノ
エ
ル
な
ど
の
商
品
名

を
持
つ
ウ
ェ
ル
カ
ム
テ
ー
ブ
ル
の

設
計
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
刻
字
し
た

ボ
ト
ル
入
り
の
ワ
イ
ン
、
日
本
酒

な
ど
の
引
出
物
の
販
売
等
、
多
種

ベ
ル
ビ
ー
／

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
の
挑
戦

い
ま
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利

用
し
た
物
品
販
売
│
ウ
ェ
ブ
販
売

│
が
世
間
の
大
き
な
関
心
を
集
め

て
い
る
。
Ｉ
Ｔ
機
器
を
操
作
で
き

れ
ば
、
簡
単
に
「
電
子
商
店
」
を

開
設
で
き
、
開
設
さ
え
す
れ
ば
、

大
き
な
利
益
を
手
中
に
で
き
る
と

い
っ
た
風
評
程
度
の
情
報
に
基
づ

く
も
の
で
は
あ
る
が
、
そ
の
た
め

か
現
実
に
成
功
し
た
と
い
う
話
を

聞
か
な
い
。
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オリジナルウェディングのウェブ販売�

ベルビー／ステップアップ：美川町�

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
石
川
の
「
チ

ャ
レ
ン
ジ
企
業
」
を
応
援
し
て
い
ま

す
。
取
材
を
希
望
さ
れ
る
方
は
最
寄

り
の
商
工
会
を
お
訪
ね
く
だ
さ
い
。

し
か
し
美
川
町
の
北
部
に
イ
ギ

リ
ス
の
ボ
ス
ト
ン
を
イ
メ
ー
ジ
し

て
造
成
さ
れ
た
「
ボ
ス
ト
ン
ガ
ー

デ
ン
」
の
一
画
か
ら
、
全
国
に
向

け
て
ブ
ラ
イ
ダ
ル
用
品
情
報
を
発

信
し
大
き
な
反
響
を
呼
ん
で
い
る

ウ
ェ
ブ
専
業
者
が
い
る
。
そ
れ
が

今
回
紹
介
す
る
「
ベ
ル
ビ
ー
／
ス

テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
」
で
あ
る
。

一

創
業
の
経
緯

同
社
代
表
の
北
川
英
明
氏
は
か

つ
て
、
県
内
大
手
電
器
店
の
パ
ソ

コ
ン
部
門
の
責
任
者
を
務
め
て
い

た
が
、
平
成
六
年
に
念
願
が
か
な

っ
て
独
立
し
、
初
め
は
、
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ソ
フ
ト
の
制
作
を
主
業
務

と
し
て
い
た
。
こ
の
と
き
の
社
名

が
「
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
」
で
あ
る
。

ま
た
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
た
Ｄ
・
Ｍ

制
作
も
て
が
け
て
い
た
が
、
あ
る

と
き
お
世
話
に
な
っ
た
幼
稚
園
の

先
生
の
結
婚
式
に
、
手
作
り
の
ポ

に
上
る
。
い
わ
ば
「
婚
礼
サ
ー
ビ

ス
の
コ
ン
ビ
ニ
」
と
い
っ
た
と
こ

ろ
だ
が
、
最
近
で
は
、「
ど
こ
に

も
な
い
ふ
た
り
だ
け
の
結
婚
式
を

演
出
し
た
い
」と
の
相
談
も
多
く
、

そ
れ
が
ま
た
、
新
た
な
商
品
開
発

の
ヒ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
。

三
未
来
に
賭
け
る
夢

同
社
は
創
業
以
来
八
年
、
ブ
ラ

イ
ダ
ル
進
出
以
来
五
年
、
そ
し
て

引
越
し
以
来
一
年
で
あ
る
。

主
人
は
ソ
フ
ト
製
作
と
ウ
ェ
ブ

販
売
に
全
力
を
注
ぎ
、
夫
人
は
得

意
の
才
能
と
感
性
を
活
か
し
て
商

品
の
開
発
と
製
作
に
当
り
、
相
協

力
し
て
今
日
の
繁
盛
を
築
き
上
げ

て
き
た
。
ブ
ラ
イ
ダ
ル
部
門
の
健

調
は
こ
の
先
も
ず
っ
と
続
く
だ
ろ

う
が
、
将
来
に
備
え
て
、
顧
客
の

ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
に
合
わ
せ
た
ブ

ラ
イ
ダ
ル
以
外
の
ア
ニ
バ
ー
サ
リ

ー
ギ
フ
ト
（
記
念
品
）
へ
の
進
出

も
計
画
し
て
い
る
。
ニ
ッ
チ
を
狙

い
技
術
と
感
性
を
磨
い
て
、
全
国

に
通
用
す
る
何
か
を
創
り
出
し
て

い
く
こ
と
は
既
に
ブ
ラ
イ
ダ
ル
で

経
験
ず
み
で
あ
り
、
新
た
な
分
野

へ
の
挑
戦
も
成
功
す
る
こ
と
は
ま

ち
が
い
な
い
。

こ
の
機
会
に
「
結
婚
」
に
関
心

の
あ
る
方
は
是
非
同
社
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
ア
ク
セ
ス
し
て
み
る
こ

と
を
お
勧
め
す
る
。
夢
が
一
ぱ
い

つ
ま
っ
た
楽
し
い
世
界
で
あ
る
。

（
お
問
い
合
わ
せ
）

B
rid
a
l
P
rin
t

＆G
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ボストンガーデン美川にある、クリーム色のお店

焼き印文字でかいた木のボードをドライフラ
ワーで囲んだウェルカムボードをコーディネ
ートした受付テーブル

サンクスメモリアルボトル

二人らしいオリジナルウェディング
作りの手助けをする北川英明夫妻
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